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株式会社ビーマップ 

各位 
 

ビーマップ、第３世代携帯電話向けコンテンツ配信システムを試作 
 
 
 株式会社ビーマップ（以下ビーマップ、本社：東京都北区、代表取締役社長：杉野文則、

ヘラクレス市場：証券コード 4316）は、第３世代 携帯電話向けのコンテンツ配信システ

ムを試作（以下「本誌作品」）しました。 
 

ビーマップは、現在までに携帯電話を始めとする各種のモバイル端末向けに、静止画及び

動画の閲覧等を行うことが出来る各種のシステム開発、無線ＬＡＮ向け配信システム等の

提供を行っております。 

 

ビーマップは、エヌ・ティ・ティ・ブロードバンドプラットフォーム株式会社が首都圏

私鉄各線で展開中の無線スポットアクセスサービス「無線ＬＡＮ倶楽部」で、ＰＤＡ向け

コンテンツ配信システムとして、「AirCompass」を共同提供しておりますが、本試作品は、

このシステムを第３世代携帯電話へ応用したものとビューア（表示）を組み合わせたもの

で、クアルコム製チップが搭載された携帯電話のＢＲＥＷ※１環境下で動作します。 

従来、携帯電話のコンテンツは、１ページずつネットワークに接続し、情報を取得してい

ましたが、ビーマップの本試作品を利用すると、ユーザが事前に購読を登録したコンテン

ツを、自動的または簡単な操作で、一括して取り込むことができます。このことにより、

利用者はいったんコンテンツを取り込んでしまえば、その都度通信をすることもなく、電

波が届かない地下や、高速移動中など通信が不安定な場所でも、快適にコンテンツを楽し

むことができます。 

ビーマップでは、通信料金が固定で通信スピードが高速な無線ＬＡＮ環境では

「AirCompass」を利用した映像、音楽、雑誌、新聞のようなリッチコンテンツの配信が、

通信料金が従量で通信スピードが制限される携帯電話では簡単なニュース、暇つぶしコン

テンツなどの配信といった利用シーンをイメージしております。 

今後、ビーマップでは、市場の評価をもとに、商品化を検討します。 

 

なお、本誌作品は、2003 年 7 月 16 日（水）～18 日（金）、東京ビッグサイトで開催され

る「WIRELESS JAPAN」クアルコムジャパン社 ブースにて展示されます。 
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※１BREW は、Binary Runtime Environment for Wireless の略。米国で普及が進んで

いる無線通信規格、CDMA に対応する携帯電話でアプリケーションを実行するプラットフ

ォーム。 

 
以上 

＜本件に関するお問合せ先＞ 

株式会社ビーマップ  

事業開発第一部 担当 須田浩史 

・ 電話番号:03-3919-3172 

・ FAX番号 :03-3919-4435 

・ メールアドレス:suda@bemap.co.jp 

 

 

※記載の商品名などは一般に各社の商標または登録商標です。掲載文中では、TM、（R）マ

ークは明記していません。 

※記載の会社名および商品名などは、本リリース発表時点のものです。 
 

http://www.atmarkit.co.jp/icd/root/02/5785202.html

